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令和５年度（前期）学校評価結果

１　児童・保護者・教師の共通項目比較

２　保護者の評価
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■そう思う ■だいたい思う ■あまり思わない ■全く思わない ■分からない

【分析】 

□どの項目も学校運営協議会委員からは比

較的良い評価を得ている。 

□信頼関係の構築については、全体的に課題

意識が高く見られる。 

□地域と連携した活動が徐々に増え、社会に

開かれた学校づくりを進めることができ

つつある。 

【□分析／■対応】 

□授業に関しては比較的に肯定的評価（「そう

思う」「だいたいそう思う」）が多い。 

□「家庭学習」で「あまり思わない」「まった

く思わない」の回答が多い。 

■自己の課題を認識し、その課題克服に向けた

家庭学習の計画を立て、実行できるように指

導を行う。 

■児童がさらに主体的に学習に取り組めるよ

う、分かりやすい指示などをし、授業改善を

図る。 

【□分析／■対応】 

 

□「信頼関係の構築」に課題があるとの回答

がある。 

■「信頼関係の構築」に関しては、特別活動

を中心とした学級づくり、人権教育の充実

など、学校生活全体で取り組む。 
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そう思う：４ だいたい思う：３ あまり思わない：２ 全く思わない：

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童は、意欲的に授業に取り組んで

いる。

児童は、自分の課題を意識して家庭

学習に取り組んでいる。

教師は、授業で分かりやすい提示や

指示をしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童同士や児童と教職員の信頼関係が

築かれている。

児童は、学校で責任をもって取り組む

役割や活躍できる場が設けられてい

る。
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４　要望等と対応

【□分析／■対応】 

□比較的に肯定的な回答を得ている。 

■学校だより、学級通信、学校ホームページ

等様々な手段で情報を発信していく。 

■教職員として信頼される言動を心掛け、意

識を高めて改善を図っていく。 

【□分析／■対応】 

□比較的に肯定的な回答を得ている。 

■授業だけでなく、家庭への端末持ち帰り 

を進め、さらなるＩＣＴの活用促進に努 

める。 

・一勝地小もあと半年なので、思い出がたくさん残る日々であってほしいと思っています。 

→閉校までの日々が充実した記憶に残るものになるよう、学校全体で取組を進めていく。 

・授業参観が年３回しかないので学校での様子が分かりにくい。「わからない」の欄に回答せざるを得なかっ

た。 

→各行事、学級通信、学校だより、学校ホームページ等の充実を図り、学校からの情報発信を充実させてい

く。 

・挨拶は１０数年前から比べるとしなくなったと思う。挨拶をしない先生もおられるので仕方ないと感じて

います。 

→まずは教師が気持ちの良い挨拶を心掛け、率先垂範で子供たちと共に挨拶のあふれる一勝地小学校になる

よう取り組んでいく。 

【□分析／■対応】 

□比較的に肯定的な回答が多い。 

□感染症対策について「分からない」の回答

が多い。 

■児童が健康な生活を送るための学校での取

組を周知するとともに、家庭と連携して取

り組む。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は、児童の体力が向上するよう

な取組をしている。

学校では、感染症対策や予防が徹底

されている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員に不祥事が起きそうな様子

は見られない。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は、ＩＣＴ環境が整備されてい

る。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童は、思いやりのある言動をとる

ことができている。

児童は、あいさつができている。

【□分析／■対応】 

□「あまり思わない」という回答がある。 

■学校の教育活動とともに、親子読書等の活

動を通して家庭との連携を図り、「思いやり

の心」の醸成を図っていく。 


